
(57)【要約】

【課題】埃や衝突等による機材の故障・破損の発生を防

止することができ、また内視鏡検査前の患者に不安感を

持たせないようにすることができる内視鏡用カートを提

供すること。

【解決手段】内視鏡観察画像を表示するためのモニタテ

レビ１１が最上段の棚３に載せられ、その下方に配置さ

れた複数の棚４，５，６には内視鏡と共に用いられる他

の機材１２，１３が載せられて、底部に取り付けられた

車輪７により移動自在に構成された内視鏡用カートにお

いて、モニタテレビ１１を覆うためのフード２０と、他

の機材１２，１３が配置された部分の少なくとも前面側

を遮蔽するためのスクリーン３０とを、各々開閉自在に

設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 観 察 画 像 を 表 示 す る た め の モ ニ タ テ レ ビ が 最 上 段 の 棚 に 載 せ ら れ 、 そ の 下 方 に 配
置 さ れ た 複 数 の 棚 に は 内 視 鏡 と 共 に 用 い ら れ る 他 の 機 材 が 載 せ ら れ て 、 底 部 に 取 り 付 け ら
れ た 車 輪 に よ り 移 動 自 在 に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 カ ー ト に お い て 、
　 上 記 モ ニ タ テ レ ビ を 覆 う た め の フ ー ド と 、 上 記 他 の 機 材 が 配 置 さ れ た 部 分 の 少 な く と も
前 面 側 を 遮 蔽 す る た め の ス ク リ ー ン と を 、 各 々 開 閉 自 在 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡
用 カ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 フ ー ド と 上 記 ス ク リ ー ン と が 各 々 、 開 閉 動 作 で は 上 記 内 視 鏡 用 カ ー ト か ら 分 離 し な
い 状 態 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 カ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 フ ー ド が 、 支 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 な 複 数 の 骨 状 部 材 を 有 し て い て 、 上 記 各 骨 状 部 材
の 間 に 膜 状 部 材 が 張 ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 カ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ス ク リ ー ン が 、 上 端 部 分 に 巻 き 取 り 軸 が 設 け ら れ た ロ ー ル ス ク リ ー ン 状 で あ る 請 求
項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 カ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 ス ク リ ー ン の 移 動 側 端 部 を 係 脱 自 在 な ス ク リ ー ン 止 め 部 材 が 上 記 複 数 の 棚 の 中 の 最
下 段 の 棚 付 近 に 設 け ら れ て い て 、 上 記 ス ク リ ー ン の 移 動 側 端 部 を 上 記 ス ク リ ー ン 止 め 部 材
に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 他 の 機 材 が 配 置 さ れ た 部 分 の 前 面 側 を 遮 蔽 す る 状 態 に 上 記
ス ク リ ー ン が 維 持 さ れ る 請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 用 カ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 検 査 を 行 う 際 に 用 い ら れ る 機 材 を 載 せ る た め の 内 視 鏡 用 カ ー ト に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 カ ー ト は 一 般 に 、 例 え ば 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 観 察 画 像 を 表 示 す る た
め の モ ニ タ テ レ ビ ９ １ が 最 上 段 の 棚 ９ ２ に 載 せ ら れ 、 そ の 下 方 に 配 置 さ れ た 複 数 の 棚 ９ ３
， ９ ４ ， ９ ５ に は 内 視 鏡 と 共 に 用 い ら れ る 他 の 機 材 （ 例 え ば 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ９ ６ や ポ
ン プ ９ ７ 等 ） が 載 せ ら れ て 、 底 部 に 取 り 付 け ら れ た 車 輪 ９ ８ に よ り 移 動 自 在 に 構 成 さ れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ６ １ ０ ０
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ４ ０ １ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 用 カ ー ト に 載 せ ら れ た 機 材 は 、 保 管 場 所 に よ っ て は 埃 な ど に 晒 さ れ て 故 障 が 発 生
す る 場 合 が あ る 。 ま た 、 移 動 の 際 に は 、 周 囲 の 物 に 誤 っ て ぶ つ け て 破 損 す る 場 合 が あ り 、
移 動 中 に 丸 見 え の 機 材 が 内 視 鏡 検 査 前 の 患 者 に 不 安 感 を 持 た せ て し ま う 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 埃 や 衝 突 等 に よ る 機 材 の 故 障 ・ 破 損 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き 、 ま
た 内 視 鏡 検 査 前 の 患 者 に 不 安 感 を 持 た せ な い よ う に す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 カ ー ト を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 カ ー ト は 、 内 視 鏡 観 察 画 像 を 表 示 す る た
め の モ ニ タ テ レ ビ が 最 上 段 の 棚 に 載 せ ら れ 、 そ の 下 方 に 配 置 さ れ た 複 数 の 棚 に は 内 視 鏡 と
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共 に 用 い ら れ る 他 の 機 材 が 載 せ ら れ て 、 底 部 に 取 り 付 け ら れ た 車 輪 に よ り 移 動 自 在 に 構 成
さ れ た 内 視 鏡 用 カ ー ト に お い て 、 モ ニ タ テ レ ビ を 覆 う た め の フ ー ド と 、 他 の 機 材 が 配 置 さ
れ た 部 分 の 少 な く と も 前 面 側 を 遮 蔽 す る た め の ス ク リ ー ン と を 、 各 々 開 閉 自 在 に 設 け た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 フ ー ド と ス ク リ ー ン と が 各 々 、 開 閉 動 作 で は 内 視 鏡 用 カ ー ト か ら 分 離 し な い 状 態
に 設 け ら れ て い る と よ い 。 ま た 、 フ ー ド が 、 支 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 な 複 数 の 骨 状 部 材 を 有
し て い て 、 各 骨 状 部 材 の 間 に 膜 状 部 材 が 張 ら れ て い て も よ く 、 ス ク リ ー ン が 、 上 端 部 分 に
巻 き 取 り 軸 が 設 け ら れ た ロ ー ル ス ク リ ー ン 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 ス ク リ ー ン の 移 動 側 端 部 を 係 脱 自 在 な ス ク リ ー ン 止 め 部 材 が 複 数 の 棚 の 中 の 最
下 段 の 棚 付 近 に 設 け ら れ て い て 、 ス ク リ ー ン の 移 動 側 端 部 を ス ク リ ー ン 止 め 部 材 に 係 合 さ
せ る こ と に よ り 、 他 の 機 材 が 配 置 さ れ た 部 分 の 前 面 側 を 遮 蔽 す る 状 態 に ス ク リ ー ン が 維 持
さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 モ ニ タ テ レ ビ を 覆 う た め の フ ー ド と 、 他 の 機 材 が 配 置 さ れ た 部 分 の 少
な く と も 前 面 側 を 遮 蔽 す る た め の ス ク リ ー ン と を 、 各 々 開 閉 自 在 に 設 け た こ と に よ り 、 保
管 時 に は テ レ ビ モ ニ タ や そ の 他 の 機 材 が 埃 な ど に 晒 さ れ ず 、 移 動 の 際 に は 周 囲 の 物 に 誤 っ
て ぶ つ け て 機 材 を 破 損 す る 恐 れ が 大 幅 に 減 少 す る と 共 に 、 機 材 が 外 か ら 見 え な く な る こ と
に よ り 内 視 鏡 検 査 前 の 患 者 に 不 安 感 を 持 た せ る 恐 れ が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 内 視 鏡 観 察 画 像 を 表 示 す る た め の モ ニ タ テ レ ビ が 最 上 段 の 棚 に 載 せ ら れ 、 そ の 下 方 に 配
置 さ れ た 複 数 の 棚 に は 内 視 鏡 と 共 に 用 い ら れ る 他 の 機 材 が 載 せ ら れ て 、 底 部 に 取 り 付 け ら
れ た 車 輪 に よ り 移 動 自 在 に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 カ ー ト に お い て 、 モ ニ タ テ レ ビ を 覆 う た め
の フ ー ド と 、 他 の 機 材 が 配 置 さ れ た 部 分 の 少 な く と も 前 面 側 を 遮 蔽 す る た め の ス ク リ ー ン
と を 、 各 々 開 閉 自 在 に 設 け る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ と 図 ３ は 内 視 鏡 用 カ ー ト の 側 面 図 と 正 面 図 で あ る 。
　 １ は 背 面 壁 板 、 ２ は 側 面 壁 板 で あ り 、 内 視 鏡 用 カ ー ト の 前 面 側 に は 壁 板 の 類 は 設 け ら れ
て い な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 背 面 壁 板 １ と 側 面 壁 板 ２ の 上 端 部 に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ た 最 上 段 の 棚 ３ の 上 に は 、 内
視 鏡 観 察 画 像 等 を 表 示 す る た め の モ ニ タ テ レ ビ １ １ が 前 方 に 向 け て 載 せ ら れ て お り 、 そ の
下 方 に 配 置 さ れ た 複 数 の 棚 ４ ， ５ ， ６ に は 、 内 視 鏡 と 共 に 用 い ら れ る 他 の 機 材 （ 例 え ば ビ
デ オ プ ロ セ ッ サ １ ２ や ポ ン プ １ ３ 等 ） が 載 せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 番 下 の 棚 で あ る 底 板 ６ の 裏 面 の 四 隅 に は 各 々 、 車 輪 ７ が 回 転 自 在 及 び 向 き を フ リ ー に
変 え ら れ る 状 態 で 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 内 視 鏡 用 カ ー ト を 任 意 の 位 置 に 移 動 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 上 段 の 棚 ３ 上 に は 、 モ ニ タ テ レ ビ １ １ を 覆 う た め の 開 閉 自 在 な フ ー ド ２ ０ が 設 け ら れ
て お り 、 図 ２ と 図 ３ に は フ ー ド ２ ０ が 開 い た 状 態 が 示 さ れ て い る 。 フ ー ド ２ ０ に は 、 最 上
段 の 棚 ３ の 左 右 両 端 に 設 け ら れ た 支 軸 ２ １ を 中 心 に 回 動 自 在 な 複 数 の （ 例 え ば １ ０ 個 程 度
の ） 骨 状 部 材 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 骨 状 部 材 ２ ２ は 各 々 が コ の 字 状 に 形 成 さ れ て 、 両 端 部 分 に お い て 支 軸 ２ １ に 通 常 の 開 閉
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動 作 で は 外 れ な い 状 態 に 受 け ら れ て い て 、 各 骨 状 部 材 ２ ２ の 間 に は 布 製 又 は 合 成 樹 脂 フ ィ
ル ム 製 の 膜 状 部 材 ２ ３ が 隙 間 な く 張 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 最 上 段 の 棚 ３ の 前 端 縁 部 に は 、 そ こ か ら 底 板 ６ の 前 端 縁 部 ま で の 間 の 内 視 鏡 用 カ
ー ト の 前 面 部 分 全 体 を 遮 蔽 す る た め の 開 閉 自 在 な ス ク リ ー ン ３ ０ が 、 通 常 の 使 用 で は 外 れ
な い 状 態 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 図 ２ と 図 ３ に は ス ク リ ー ン ３ ０ が 開 い た 状 態 が 示 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 実 施 例 の ス ク リ ー ン ３ ０ は 、 布 製 又 は 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 製 の ス ク リ ー ン 幕 ３ １ が 巻
き 取 り 軸 ３ ２ の 周 囲 に 巻 き 取 ら れ る ロ ー ル ス ク リ ー ン タ イ プ の も の で あ り 、 ス ク リ ー ン 幕
３ １ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 引 っ 掛 け 部 材 ３ ３ に 対 し て 係 脱 自 在 な ス ク リ ー ン 止 め 部 材 ９
が 底 板 ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 カ ー ト に お い て は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ー ド ２ ０
の 骨 状 部 材 ２ ２ を 支 軸 ２ １ を 中 心 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 フ ー ド ２ ０ が モ ニ タ テ レ ビ １
１ を 覆 う 状 態 に 移 行 し 、 ス ク リ ー ン 幕 ３ １ を 巻 き 取 り 軸 ３ ２ 部 分 か ら 引 き 下 げ る こ と に よ
り 、 ス ク リ ー ン ３ ０ が 内 視 鏡 用 カ ー ト の 前 面 を 覆 う 状 態 に 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ と 図 ５ は 、 フ ー ド ２ ０ と ス ク リ ー ン ３ ０ が 共 に 閉 じ ら れ た 状 態 の 側 面 図 と 正 面 図 で
あ り 、 フ ー ド ２ ０ を 閉 じ た 状 態 に す る と 、 モ ニ タ テ レ ビ １ １ が 膜 状 部 材 ２ ３ に よ っ て 完 全
に 覆 わ れ た 状 態 に な り 、 ス ク リ ー ン ３ ０ の 引 っ 掛 け 部 材 ３ ３ を ス ク リ ー ン 止 め 部 材 ９ に 係
合 さ せ る と 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ １ ２ と ポ ン プ １ ３ の 前 面 側 が ス ク リ ー ン 幕 ３ １ に よ っ て 完
全 に 遮 蔽 さ れ て そ の 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 内 視 鏡 検 査 が 行 わ れ な い 保 管 時 に は モ ニ タ テ レ ビ １ １ 及 び そ の 他 の ビ デ オ
プ ロ セ ッ サ １ ２ や ポ ン プ １ ３ 等 の 機 材 が 埃 な ど に 晒 さ れ ず 、 移 動 の 際 に は 、 周 囲 の 物 に 誤
っ て ぶ つ け て も 機 材 を 破 損 す る 恐 れ が 減 少 す る 。 ま た 、 機 材 が 外 か ら 見 え な く な る こ と に
よ り 、 内 視 鏡 検 査 前 の 患 者 に 不 安 感 を 持 た せ る 恐 れ が な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 カ ー ト の フ ー ド と ス ク リ ー ン が 閉 じ る 動 作 を 示 す 側 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 カ ー ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 カ ー ト の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 カ ー ト の フ ー ド と ス ク リ ー ン が 閉 じ た 状 態 を 示 す 側 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 カ ー ト の フ ー ド が ス ク リ ー ン が 閉 じ た 状 態 を 示 す 正 面
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 カ ー ト の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ３ 　 最 上 段 の 棚
　 ４ ， ５ 　 棚
　 ６ 　 底 板 （ 棚 ）
　 ７ 　 車 輪
　 ９ 　 ス ク リ ー ン 止 め 部 材
　 １ １ 　 モ ニ タ テ レ ビ
　 １ ２ 　 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ （ 他 の 機 材 ）
　 １ ３ 　 ポ ン プ （ 他 の 機 材 ）
　 ２ ０ 　 フ ー ド
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　 ２ １ 　 支 軸
　 ２ ２ 　 骨 状 部 材
　 ２ ３ 　 膜 状 部 材
　 ３ ０ 　 ス ク リ ー ン
　 ３ １ 　 ス ク リ ー ン 幕
　 ３ ２ 　 巻 き 取 り 軸
　 ３ ３ 　 引 っ 掛 け 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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